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 1.事業概要

     1）事業者名及び代表者

    江平電気 株式会社

    代表取締役 弓削 秀樹

     2）所在地

    本   社   ： 〒880-0824 宮崎市大島町立野1450番地

    資材置場   ： 〒880-0824 宮崎市大島町原ノ前1445番200

     3）環境管理責任者及び連絡先

    ＥＡ-21 責任者：  弓削 麻奈美

    連絡先： ＴＥＬ  0985-22-7765

          ＦＡＸ   0985-32-9319

          E-mail   ehira@miyazaki-catv.ne.jp

     4）事業活動の内容

    建設業

    ・電気工事業     宮崎県知事許可 （般-3）第410号

    ・電気通信工事業  宮崎県知事許可 （般-3）第410号

    ・管工事業

     5）対象範囲

    ・対象組織… 全組織  （本社・資材置場）

    ・対象活動… 全活動  （事業活動の内容すべて）

     6）事業規模

単位 2020年 2021年 2022年
件 51 38 56
人 10 14 17
㎡ 163.08 163.08 163.08
㎡ 1000 1000 1000
㎡ 330.579 330.579 330.579

     7）推進組織図

資材置場面積

項目
工事等の件数

従業員数
事務所床面積

敷地面積

代表者

弓削秀樹

下請等の

協力会社

事務所

従業員

各作業現場

各現場責任者

従業員

ＥＡ-21責任者

弓削麻奈美
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2.環境方針

当事業者は、豊かな自然環境に恵まれた宮崎市において建設業を営んでいます。

当事業者は、この豊かな自然環境を保全し、環境と調和した地域環境の形成に

貢献するため、社員が一丸となり努力します。

1. 事業活動が環境に与える様々な影響を認識したうえで、適切な環境配慮を 

  行うためのシステムを構築･運用し、その継続的な改善を図ります。

2. 環境に関する法令、条例等を順守します。

3. 環境目的・環境目標を設定し、定期的に見直すとともに、その達成に努めます。

4. 以下の事項を重点項目として取り組みます

  ・事業活動において、エネルギー利用の効率化（電気使用量の削減）

  ・エコドライブ実施によるエネルギー利用の効率化（ガソリン使用量の削減）

  ・リサイクルの推進による廃棄物の発生量の削減

5. 建設現場の環境に配慮した施工の推進

6. ボランティア活動を行うことにより地域の環境保全に貢献

7. 創意工夫による、安全かつ効率的な施工に努めます。

この環境方針は、当事業所で働く全ての人々に周知させ、その達成に努めます。

        制定 平成２６年 ５月 １日

        改定 令和 ２年 ４月 １日

      江平電気 株式会社

        代表取締役 弓削秀樹

環境方針

活動方針
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制定：2022年 9月 1日 承認：弓削 秀樹

二酸化炭素
排出量削減

kg-CO2 全社 37,439 37,253 37,065 36,878

ガソリン
消費量削減

L 現場 8,136 8,095 8,054 8,014

軽油
消費量削減

L 現場 4,106 4,086 4,065 4,045

％ 現場
89.4%

(51.991t/58.135t)

水資源
使用量削減

㎥ 事務所 80.0 79.2 78.4 77.6

自らが施工する製品・
サービスの提供

現場 ―

環境ボランティア活動 回 事務所 4 4 4 4

＊各年度は当年9月から翌年8月までの1年間とする。

＊各年度の目標は、基準年から0.5%づつ削減し、3年間で1.5%の削減を目標としています。

＊水の目標は、基準年から1%づつ削減し、3年間で3%の削減を目標としています。

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、平成30年12月九州電力公表の調整後排出係数0.463を使用します。

＊現場の電気は現場により異なる為、管理目標からは除外しています。

＊事務所のLPGは比較的環境負荷が小さい為、管理目標からは除外しています。

＊一般廃棄物は基準年から1%づつ削減し、3年間で3%の削減を目標としています。

＊建設副産物は再資源化率を目標とします（再資源化率＝資源量÷総排出量×100）

＊自らが施工する製品サービスの目標は、当該活動計画を順守する事を目標とします。

＊環境ボランティア活動は年4回以上目標とします。

電気 0.463

ｶﾞｿﾘﾝ 2.320

軽油 2.580

当該環境活動計画を遵守します

排出係数

16,958

一般廃棄物排出量削減
と

建設副産物の再資源化
推進

袋 事務所 121 119.8 118.6 117.4

86％以上

電力
消費量削減

kＷh 事務所 17,216 17,130 17,044

     3.環境目標（第二次）

項目 単位 区分
基準値 第二次中期目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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制定：2022年 9月 1日 承認：弓削 秀樹

二酸化炭素
排出量削減

kg-CO2 全社 37,253 44,999 82.8% ×

電力
消費量削減

kＷh 事務所 17,130 16,800 102.0% 〇

ガソリン
消費量削減

L 現場 8,095 9,311 86.9% ×

軽油
消費量削減

L 現場 4,086 6,054 67.5% ×

袋 事務所 119.8 105.0 114.1% 〇

％ 現場
再資源化率
86％以上

93.0％
(114,139kg/122,785kg) 108.0% 〇

水資源
使用量削減

㎥ 事務所 79.2 73.0 108.5% 〇

自らが施工する製
品・サービスの提供

現場
当該環境活動計
画を遵守します

当該環境活動計画を
遵守しています

— ○

環境ボランティア
活動

回 事務所 4 4 100.0% 〇

＊目標値及び実績は2022年9月～2023年8月までの1年間です。

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、平成30年12月九州電力公表の調整後排出係数0.463を使用します。

＊灯油を含む全社の二酸化炭素総排出量は、46,612.53kg-CO2です。

改訂履歴

 一般廃棄物の実績把握に伴い、2020年度からの目標を設定した・・・・2020年9月1日

 グリーン購入の推進は、管理項目から除外した。・・・・・2020年4月1日

一般廃棄物排出量
削減と

建設副産物の再資
源化推進

達成率 評価

4.環境目標の実績

項目 単位 区分 目標値 実績
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5.環境活動計画と取組結果の評価

      2021年9月～2022年8月の環境活動計画と取組結果、及び評価

取組項目 活動内容 取組状況 評価

事務所、倉庫等の不要な個所の消灯 △

ロールカーテンを使用して、熱の出入りを調整する ○

パソコン、コピー機等のOA機器の省電力設定 ○

不在時の消灯の徹底 ○

夏場はクールビズ、冬場はウォームビズを取り入れる ○

エコドライブの徹底 ○

配車の効率化（乗り合わせ等） ○

車両、機械等の定期点検整備の実施 ○

不要時のエンジンストップ ○

重機のフルパワー抑制 ○

定期的な漏水点検 ○

節水シール貼付による節水意識の高揚 ○

廃棄物の分別を徹底し、可燃ごみを削減する ○

コピー等のムダ抑制(裏面・両面・集約ｺﾋﾟｰなど) △

建設副産物の分別廃棄の徹底 ○

廃材は持ち帰って再利用を推進する ○

残材が発生しないような在庫管理とこまめな発注 ○

可能な限り、環境配慮型材料等を利用した施工を実
施する(提案する)

○

自主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工している ○

創意工夫による工期短縮に努める ○

会社周辺の清掃活動を行う △

現場終了時には、現場周辺の清掃活動行う ○

自治区内でのボランティア活動を積極的に行う ○

評価
○
△
×

ほぼ出来ているが、時々、又は、人によって出来ていない

ほとんど出来ていない

建設副産物の
再資源化推進

(現場)

施工計画書通りの廃棄は徹底されている。
また、ケーブル等の廃材は持ち帰って分別
し、再資源材としている。

自らが施工す
る製品・サービ

スの提供

エコ仕様のケーブル、LED電球を使用する
など、環境に配慮した材料を用いた施工を
行った。また、騒音を極力抑える施工を心
がけた。

判定基準
全部署、全員が常にできている

環境保全の取
組推進

会社周辺の清掃活動は、業務の状況をみ
ながらの実施となるため、思うように活動が
出来なかったが、現場終了時の周辺清掃
活動は行えており、自治区内のボランティア
活動も積極的に行えた。

軽油消費量の
削減(現場)

不要時のエンジンストップなどは徹底してい
るが、重機を使用する現場などがあり、軽油
消費量が67.5％の目標達成率となった。

水使用量の削
減(事務所)

毎月、漏水点検を実施し、漏水の早期発見
もできた。蛇口の締め忘れが発生してしまっ
たが、水使用量の目標達成率が108.5％の
達成となった。

一般廃棄物の
削減

(事務所)

廃棄物の分別は徹底して行われたが、現場
の状況により、多い月もあったが、一般廃棄
物の目標達成率が、114.1％の達成となっ
た。

ｶﾞｿﾘﾝ消費量
の削減
(全社)

エコドライブや現場への相乗りを推進して行
えた。今期も車両台数の増加や遠方現場も
あったが、ガソリン消費量の目標達成率が
101.9％の達成となった。

電気消費量の
削減

(事務所)

活動内容の取り組みは意識して行うことが
できた。8月の使用量が他月と比べると高騰
しているが、年間の電気使用量の目標達成
率が102.0％の達成となった。今後も意識し
て活動を行い、電気使用量の削減に務め
る。

電気消費量の
削減
(現場)

新しい作業員にも、空調服や長袖の空調服
ヒートベストを配布し、今期も全作業員に導
入した。不在時の消灯も取り組めた。
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6.次年度の目標と活動計画

取組項目 目標（2023年度） 活動内容

二酸化炭素排出量削減 37,065ｋｇ-CO2 省エネ・省資源活動の推進

事務所、倉庫等の不要な個所の消灯

ロールカーテンを使用して、熱の出入りを調整する

パソコン、コピー機等のOA機器の省電力設定

不在時の消灯の徹底

夏場はクールビズ、冬場はウォームビズを取り入れる

エコドライブの徹底

配車の効率化（乗り合わせ等）

車両、機械等の定期点検整備の実施

不要時のエンジンストップ

重機のフルパワー抑制

定期的な漏水点検

節水シール貼付による節水意識の高揚

廃棄物の分別を徹底し、可燃ごみを削減をする

コピー等のムダ抑制(裏面・両面・集約ｺﾋﾟｰなど)

建設副産物の分別廃棄の徹底

廃材は持ち帰って再利用を推進する

残材が発生しないような在庫管理とこまめな発注

可能な限り、環境配慮型材料等を利用した施工を実施する
(提案する)

自主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工している

創意工夫による工期短縮に努める

会社周辺の清掃活動を行う

現場終了時には、現場周辺の清掃活動行う

自治区内でのボランティア活動を積極的に行う

一般廃棄物の削減
(事務所)

118.6袋
(事務所)

電気消費量の削減
(事務所)

17,044ｋＷｈ
(事務所)

電気消費量の削減
(現場)

意識高揚
(現場)

ｶﾞｿﾘﾝ消費量の削減
(全社)

8,054L
(全社)

軽油消費量の削減
(現場)

4,065L
(現場)

水使用量の削減
(事務所)

78.4L
(事務所)

  ※前年の計画を継続して活動するが、環境保全の取組推進を追加する。
   社会情勢や会社の業務状況が大きく変化した場合は、速やかに見直します。
   また、不具合な点が発生したら適宜見直します。

建設副産物の再資源
化推進(現場)

86％以上
(現場)

自らが施工する製品・
サービスの提供

環境活動計画の遵守

環境保全の取組推進 4回
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7.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
 並びに違反訴訟の有無

   当社の環境関連法規は、担当者が定期的にインターネットで確認しています。

   尚、関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

   また、関係当局からの指摘、及び地域住民からのクレームや訴訟はありませんでした。

   現場での遵守状況は、安全パトロールや会議等で確認しています。

当社の事業に関する主な環境関連法規とその遵守状況は以下の通りです。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

該当工事
なし
該当工事
なし

8.代表者による全体の評価と見直しの結果

・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて85デシベル以下
・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて75デシベル以下

振動規制法

騒音規制法

再生資源利用省令

・保管場所の掲示板設置

・発注者への書面による計画等説明、完了報告

建設ﾘｻｲｸﾙ法 ・工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届出

・分別解体、事前調査、再資源化促進、再資源使用

・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝ等の簡易点検実施
  (重機搭載のｴｱｺﾝを含む)

ﾌﾛﾝ排出抑制法

新型コロナウイルスの感染予防対策を継続して行いながら業務を行った。目標値は、基準
年度2021年度で制定した。目標達成率は、全体的にみて少し達成率が悪いように思われる
が、現場の状況により集計データが変動するためだと考えられ、取り組むべき活動内容は
全社員が意識して活動することができるようになってきている。今後も社員の意識向上並
びに、新入社員にも積極的に教育してほしい。
ボランティア活動も積極的に行い、新型コロナウイルスの影響により開催がなかった自治
区内の納涼夏祭りの今年度は行われ、活気のある夏となった。業務の状況をみて会社周辺
の清掃活動も積極的に行ってほしい。

法規名

廃棄物処理法

遵守事項

・委託契約の締結、マニフェストの交付

・回収・照合確認（発行後B2,D票90日E票180日以内）
・A表の5年間保管

・産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)

遵守出来ていた。これからも遵守したい。

特になかった。
外部からの環境に関する

苦情や要望等

その他・全般について
現場数・内容・場所などにより、現場電気使用量・ガソリン使
用量・軽油消費量は大幅に変化するため、目標値の達成は困難
であるが、活動の取り組みを行えるよう努力する。

代表者による総合評価

・再資源利用計画書・実施書の作成
・再資源利用促進計画書・実施書の作成

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行し、近年ほどの対策の必
要性はなくなったが、変わらず空気清浄機等の常時運転などを行いな
がらの業務となった。今期より目標基準年を2021年度のデータを使用
し、取組を行ったが、項目によっては、達成・未達成となった。現場
の状況によって左右されることが多いため仕方がないが、取組活動は
定着してきている。

環境活動計画の実施状況及
び環境目標の達成状況

環境関連法規等の遵守状況

評価・見直し項目

環境方針

推進組織(実施体制)

代表者による評価・見直し

継続して行う。

継続して行う。
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9.活動の事例
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